










































































































間の国語科の総授業時数は 525時間（第 1～ 3学年とも 175時間）である．一方，2017
年告示中学校学習指導要領では，3年間の総授業時数は 385時間（第 1・2学年 140時間，
















































































































































































































































































































































■ 「一年間を通した単元学習の蓄積と整理 : 大村はまの「話すことの系統表」への考察







































・ 佐藤学（1998）「教師の実践的思考の中の心理学」佐藤学 /佐伯胖 /宮崎清孝 /石黒広
昭『心理学と教育実践の間で』東京大学出版会（引用は同書新装版 2013より）
・田近洵一（1999）『増補版　戦後国語教育問題史』大修館書店
・ 浜本純逸（2010）「監修者緒言」田中宏幸・坂口京子編『文学の授業づくりハンドブッ
ク　授業実践史をふまえて』第 4巻　溪水社
・ 藤森裕治（2013）「国語科授業研究・学習者研究の動向」全国大学国語教育学会編『国
語科教育学研究の成果と課題　Ⅱ』明治図書
・ 藤原顕（2018）「省察概念を軸とした国語科教育における理論―実践関係の捉え直し」
全国大学国語教育学会編『国語科教育における理論と実践の統合』東洋館出版社
・ 松下佳代（2016）「ディープ・アクティブラーニングと国語授業」『国語教育』797　明
治図書
107
・ 守屋淳（1998）「「研究者＝実践者」の視点から」前掲書『心理学と教育実践の間で』
・ 村井万里子（1995）「提案一 国語教育史上からの「典型」の発掘」『国語科教育』42　
全国大学国語教育学会
・ 矢吹哲郎（2020）「大村はま実践研究における分析方法の一提案―単元「私の編集」に
おける「編集プロセス」の編集工学的方法による分析」『月刊国語教育研究』575　日
本国語教育学会
・ 若木常佳（2016）『大村はまの「学習の手びき」についての研究―授業における個性化
と個別化の実現―』風間書房
